


















































図１ 被災した大槌町立図書館 （２０１１年１１月３日 野口撮影）
図２ 宮古市田老地区（旧田老町）の中心部 （２０１１年１１月４日 野口撮影）
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宮古市 ６２ ２，０１０ ０ １９ ８ １９ ４ ３館は４／１～開館 １館は１０／４～開館
大船渡市 ３７ １，８０１ ０ １０ ９ ９ ２ １館は６／４～開館 １館は津波で全て流失 当分の間休館
久慈市 ２ １５ ０ ０ ０ ８ ２ ３／１６～開館
遠野市 １ ４０ ０ ０ １ ８ ２ ４／１～開館
陸前高田市 ５３ ２，１６８ ０ ８ ３ ８ １ 津波で流失 再開の目処立たず
釜石市 ５０ ３，１６４ ３ ２７ １ ３ １ ５／２４～開館
住田町 ３ ９３ ０ ０ ０ １ １ 通常通り開館
大槌町 ４８ ２，１４６ ２ １７ ８ ４ １ 壊滅状態 再開の目処立たず
山田町 ４９ １，９９０ １ ２３ ５ ３ １ 壊滅状態 再開の目処立たず
岩泉町 ３ １４３ ０ １ １ ４ １ ３／１３～開館
洋野町 １ ５ ０ ０ ０ ４ ２ ３／１３～開館 ３／１５～開館
田野畑村 ３ １８６ ０ ０ ２ ０ ０ 図書館なし
野田村 ５ ２１３ ０ ２ １ １ １ 壊滅状態 再開の目処立たず














































































































































































































３）注１で引用した saveMLAK（http : //savemlak.jp）の活動など。
４）筆者のうち野口，山田は，本学の網野房子，川上隆志，藤森研とともに，２０１１年
１１月２日～５日まで被災地のメディアの状況について現地調査を実施した（専修
大学社会科学研究所特別研究助成（２０１１年度～１３年度）「ポスト３・１１の情報流通
とメディアの役割」（研究代表：山田健太）による）。この調査の成果については，
改めて，別の機会に報告したい。
５）日本新聞協会は，毎年，新聞販売店による地域貢献活動を表彰しているが，被表
彰者は圧倒的に地方部の新聞販売店が多い。詳しくは，日本新聞協会のホームペー
ジ（http : //www.pressnet.or.jp）を参照。
６）例えば，筆者のうち野口，山田が宮古市田老地区（旧田老町）で出会った８０歳代
の女性は，復興計画について言いたいことがあるのに，それを誰に言えばよいの
かわからないとして，切々と自分のアイデアを訴えた。
７）三菱 UFJリサーチ＆コンサルティング『調査レポート 東日本大震災が雇用に及
ぼす影響：阪神・淡路大震災から得た教訓を基に』（http : //www.murc.co.jp/report
_pdf／２０１１０９２６_１７５６０５_０４６６０８１.pdf），２０１１年９月。
８）いわば，釜石市で行政の支援のもと発行されている『復興釜石新聞』の情報コー
ディネータ版である。『復興釜石新聞』の記者は，震災を機に発行を停止した地元
新聞社の元記者が担っている。
９）具体的には，経済産業省関連として，「コンテンツ緊急電子化事業」に約１０億円が
予算化されている。
